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病原真菌研究部門 真菌感染分野
(Depa rtm e nt of Pathoge nic Fu ngi, Di visio n of Fu ngal h fe ctio n)
教授ニ 亀 井克彦, 4 月 系統 ･ 化学分野助教授 よ り昇
任 . 千葉大学医学酬参了 (1981).
千辛大学医学博士.
o学内委員) 交通安全対策委月余委Ba. 医学部付属動物
実験施設運営費月会費貞 (3月まで), 広報委員会委
員. 亥鼻地区磯貝等風車区域利用者会委R,
○学外秦員) 日本医其菌学会評議員会委乱 El 本匠其蘭
学会教育委員会委員 (10月まで), 日本医其蘭学全学
術集会委員会黍貞 (11月より), 其菌症フ ォ ー ラ ム幹
事, 関東医兵衛懇静会世静^. 関東甲信越痛と日和見
感染症研究会世話^. 肺真菌症研究会世潜入, 東京呼
吸番兵菌症研究会世話^. 関東深在性其菌症研究会世
話人 千乗其菌症研究会世話人. 千葉真菌症カ ン フ ァ
レ ン ス世話^. 日本医真歯学会衛兵委貞会垂見 日
本感染症学会蘭集委員会委員 , Jo u rnalof h fTe c亡io n and
c he m othefaPY(El 本感典症学会
･ 化学療法学会) 績集
委員会委B .
o 受賞)2003 Na noha n aVcn血 reA 帆 rd(2003).
o その他) 大学発 ベ ン チ ャ ー ｢フ ァ ー ス トラボラトリ ー
ズ+ 贋開(11月より).
助教授: 佐野文子
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o 受賞)2003Na n oha n aVe ntt u eA 恥 rd(2003).
oその他) 大学発ベ ン チ ャ ー ｢フ ァ ー ス ト ラボ ラ い) -
ズ+ 顧問(11月より).
助手: 栗n 啓幸
○学外委員) 日本医真菌学会評読点 .
助手: 大荒田素子
○学外委員) 生体パ ー オ キ サイド研究会評講貞.
文部科学技官: 鍵田響子
非常勤講師: 多都田弘士 (船梼市立医療セ ン タ ー ).
ヒ ュ ー マ ンサイエ ン ス ･ リ サ ー チ レ ジデント: S harmin
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科学技術振興研究補助員:大堀 陽 (3月まで),
佐藤線香 (5月より).
大学院医学薬学府 博士課程: 日暮浩実 (4月より).
大学院自然科学研究科 博士後期課程: 落合恵理 (4月
より).
大学院自然科学研究科 博士前期醍程:橋本佳江 (4月
より).
受託研究魚: 岸 フク子 (株式会社プ ロ テ イ ン エ ク ス プ
レ ス)(3月まで).
名誉教授:宮治 裾
○学内葬員) 千葉大学グラ ン ドフ ェ ロ ー (4月より),
大学院委貞会委員 (3月まで). 医学部常置委員会委
員 (3月まで). 評議員 (3月まで). 留学生セ ン タ ー
運営委員会委員 (3月まで). 共同研究推進セ ンタ ー
運営委員会委員 (3月まで).
o学外委員) 日本医其蘭学会理乳 8 本医真蘭学会館集
委員長 (10月まで), 北京医科大学名誉敦捜
○その他) 大学発ベ ン チ ャ ー ｢フ ァ ー ス トラ ボラトリ ー
ズ+取締役 (11月より).
研究概要
1 . .43PeW
l
l{u∫fuznigofus培養上帝の細胞傷害活性 に関す
る研究
4spe rgiDwfu 7ndgw 触 に よ る感染症は近年増加の
一 途を
辿 っ て い る . しか しその病原性の中心的役割を果たす物
質は い まだ確定されて い か ､ . 病原因子の 解明は本菌 に
ょ る感染症の診断法, 治療法の 開発に つ なが ると期待さ
れる . 我々 は系統 ･ 化学分野と協力し通気性の良好な環
境下で 培養した jg,Pmigaiu∫が 強力な細胞傷害活性を有
する物質群を産生して い る ことを示L てきたが. こ の 活
性物質群のうち少なくとも 一 つ はglioto 血 で あり , それ
以外にも活性を有する未知物質が存在するこ とを明らか
にした. 現在名種ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー を 削 -た未知の活
性物質の分析を進めて い る .
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2. 感染防御機構に関する研究
パ ラ コ ク シ ジオイデ ス 症は中南釆諸国の 主要な全身
性真菌症で . 我国にと っ て は輸入其菌症の 一 つ で ある .
我 々 は本症の 原因菌であるPz m 7EOCCidt
l
oidesbrasilic n si (Pb)
の 感染に射 し, ヒ ト多形墳白血球 (P M N) が静菌効果
を発揮する こ と , さ らにIF N- γ , G M-C SF お よ びIL- 1
PがP M Nの 抗菌活性 を顕著に増強 し. 活性化され た
pM N はPb に対 し殺菌効果を発揮する場合もある こ とを
ill Viir oの 実験 で確寵し. ヒ ト PM N が本菌感染の 初期に
お い て重要な防御的役割を担 い得る こ とを明らか にし
た . そ こ で次 にP M Nの みならず末梢血の 全白血球画分
を用い て抗菌効果を検討した とこ ろ, P M N単独よりも
より強力な抗菌効果を得られた. 本実験系を用 い て サ
イトカイ ン の 影響を検討 したとこ ろIF N- γ , G M-C SF
お よびⅠし 1βが こ の 白血球画分の 抗菌活性を増強させ ,
IL-8 は道に 阻害 した . T N F- a およ び1L110 は白血球の
抗菌活性 に射 し影響 しなか っ た . 本実験系はP b に対す
る宿主防御能の研究に有用であると考える.
3 , 感染防御能と栄華に関する研究
魚油の過剰摂取が様々 な病原菌に対する宿主の 感染抵
抗能を低下させ る ことが知られてい る, そ こ で 魚油によ
る感染防御鰭の低下の 要因に つ い て 実験動物を用 い て検
討した. その 結果, 魚油に特徴的に含まれる n-3系高度
不飽和脂肪酸 の 一 つ で ある ドコ サ ヘ キ サ エ ン酸の 摂取に
より, 病原真菌Pw aE OCCid1
1
oide∫bn zsiEc n sl
'
に 対す る感染抵
抗能が低下する こと , ドコ サ ヘ キサ エ ン酸を飽和酸やモ
ノ エ ン酸と共に摂取する こと により n-6 系不飽和月旨肪酸
と共に摂取する場合と比 べ て抵抗能の低下が顕著になる
ことが判明した . 一 方. A -3 系高度不飽和脂肪酸の 一 つ
で ある エ イ コ サペ ンタ エ ン酸の摂取で は , 感染抵抗能の
低下は生 じな い ことが明らか にな っ た . こ れ らの 結果
は, 魚油 によ る感染抵抗能の低下の原因が , 魚油に含ま
れる ド コ サ ヘ キサ エ ン酸および飽和酸. モ ノ エ ン酸にあ
る ことを示 して い る.
4 . 遺伝子診断法の研究
パ ラ コ ク シ ジ オイデ ス 症. ヒ ス トプ ラ ス マ 症, 接合
菌症. ク リ プト コ ッ ク ス症 に つ い て 非培養系 の 診断技
術の向上 社会 へ の情報発信を系統 ･ 化学分野との 共同
研究とし て行 っ て い る . 特 に パ ラ コ ク シ ジオイデ ス症に
関して は昨年度より試み て きた1o op - m edl atedisothe r mal
且mPli丘c&tio n(L A M P)法が臨床検体に応用でき. 迅速診
断法として 有用である こ とを発表した. ま た ヒ ス トプラ
ス マ 症も検出糖度が向上して い る. こ の ような遺伝子診
断法は従来行 っ てきた パ ラ フ ィ ン包盈 された病理組織だ
けでなく, 患部 の膿汁. 曝疲等にも応用可能とな っ t=.
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発と発生動向嗣査 に関する研究+ 報告香: 101-11 1,
2003.
24) 富 治 軌 西 村 和 子, 亀 井 克 彦, 佐 野 文 子:
coECidio desim721触 の 球状体の 簡易形成法 . 平成14
年度厚生科学研究費補助金 (新興 ･ 再興感染症研
究事業)｢ 輸入其菌症等真菌症の 診断 ･ 治療法の 開
発と発生動向調査 に関する研究+ 報告香: 1351 36,
2 00 3.
4 . 学会 ･ シンポジウム ･ 研究集会での招待講演
1) 払 皿eiK, Wata n abe A,Sekin eT,Hashin oto Y, Higtlr aShl
H
,
OchiaiE: Cytoto xic a ctivityofAs2ergiuu sjhmigzzEu s
cdtu r e五Itr ate - a n e w c a ndidateforthe virule n cefa cto r.
Fro ntie rStudie s a nd Inte rn ation al Netw Qddngof Ge 血
Res o u r ce sin Pathogenic MIC m O rga nlS 皿 SIPro c eedings of
hter n血 nd Sym po sitl m-Re se ar ch Ce nte rfらrPathoge nic
Fu ngi a nd Micr obial
r
rbxico se s
,
C hiba Univ ersityJapa n,
pp･40
-41
,
20031
2) 亀井克彦: ワ ー ク シ ョ ッ プ 輸入感染症の 今 - 強車
真蘭の 世界的分布と輸入事例 . 第 52 回日本感染症
学会東日本地方会, 第50回日本化学療法学会東日
本支部会
,
第 86回日本細菌学会関東支部会 ･ 2003
合同学術集会プ ロ グ ラ ム ･ 静演砂鉄集p. 89,2003.
3) 佐野文子: 中南米の 風土病パ ラ コ ク シ ジオイデ ス症
の 分子疫学と迅速診断 . ｢ 第四回感染症研究施設四
大学連絡会鼓+ 報告番pp･63-68,2003･
5 . 一 般発表 (学会 ･ 研究集会など)
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C hlC喝0,U S A, Abstr actp･457,2003･
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,
Bfa n Chini M L M:Prospective studyfor diagn o sis of
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as s o ciatcd with the de v elopm e nt ofc a ndide mia in
highriskpatie nts . 43rdlnte rs cie n c eCo nfe r e n c e o n
Antiznicr obial AgeLltS a nd C he m other apy(I C A A C),
C hicago,U SA,A bstr a ctp･461,20031
3) Delgado A C, Bn nchini M L M, Villar e sM C, Raqu el
B,SttlCChi RB, Tagtl Chi H, Mika mi Y, MiyajiM :
Htl m a n C ryPtO C O C C O Sis: relatio n ship ofe nvir o n m e ntal
a nd clinic alstrain s of CrMlo EO CC u ∫ 2 W OjTo r7n n n ∫ V A T.
n c ofo r m G n Sfro m tlrba n a nd ru ralar e as･ Fr o ntierSttldies
and hte m atio nal Netw orking ofGe n etic Re s o u r c esin
Pathoge nic Micro orgarh S m S,Pr o c e edings ofInter n atio nal
Sym poSiurn
- Res e ar ch Ce ntc rfor Pathoge nic Ftl ngia nd
Mic fObial
r
rbn ⊂o s es, Chiba University,Japa n, A bstr actp･
120,2003.
4)Endo S, Ko r nori T, Ricci G, San o A, Yokoya n aK,
O ho ri A, Ka m ei K, Fra n coM, Miyaji M, N ishim nr a
K: Dete ctio n ofgp43ofPw a c o”idio desbra 3ilim si∫by
thelo op
-
m ediatedis other m alarnpli丘catio n(L A M P)
rn ethod. Fro ntie rStudiesandInte rn atio n al Netw o rkl ng
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of Ge ne tic Res ou r c e sin Pathoge nic Mic rorga niszn s,
Pr o c c edings of lnterrLatio n al Sympositu Tl
- Re s e a r ch
Centerfo rPathoge nic Fu ngi a nd Mic rob主al To xic oses･
C hiba Univ ersity,Japa n,A bstr a ctp･29,2003･
5) Kaw aiK, Ho s oe T,FuktlShim aK, Taki2･a W aK, Miyaji
M: A ne w n o n a ride deriv ativ e,dihydr ohev e aride, a s a
char a cteristic a ntifungalage nt,is olated fro 皿Br azilia n
Al ngalis olate･Fr o ntierStudユeS a nd hte 血 o nd Netvporkng
of Ge n etic Res o u r c esin Pathoge nic Micr o o rga nis m s,
Proce edi喝S･oflnter nadon al Sym po siu rn
-Res e a rch Cent er
fo rPathoge nic Ftulgi a nd Micr obi包1 To xic ose s･ C hiba
Univ ersity,Japa n,A bstr a ct,p･127,20031
6) Miya n o”, Endo S, O ba raN, Ha ritarli M,TarLim u r a
N
,
Kir n u raK
,
Sa n oA, YokDya m aK, KaLrlei K, Miァ坤
M
,
Nishim u r aK: Bovin e M ortic re)7a qu o]ji infTe ctio n
diagn o s ed bydete ctio n ofthela rge stlbu nit ribo s o 皿 al
R N Age neirLParaLEn-e mbeddedtiss u e･ Fr o ntie rStudie s
w d hte rn atio n al Nctw o rking of Ge n etic Resour c esin
Pathog mic Micr organism s,Pr o ce edingsof hter n atio n al
Sym po sitl 皿
- Res e a rch Cerlterf♭rPathogc nic Ftl ngia nd
Micr obial To xico s e s, Chiba Univ e rsity,Japan, A bstr act,
p･31,2003･
7) M or eir a-O liv e eir aN S, Schr eibe rA Z, Br a n chini
M L M
,
Sttl CChi RB, Mika mi Y, Miyaji M:Prospectiv e
studyfordiagn o sis ofc a ndidemia byP C Ra nd blood
c ultu res a nd v a riable as s o ciated withthe dev elopm e nt
ofc a ndide miain highriskpatie nts. Fr o ntierStudie s
a ndInte rn atio n al Netw o rkingof Ge n etic Re s o urc esin
PathogmicMic ro o rgazus血S,Proce edings oflnte n atio n al
Sym po siu m
- Re se a rch Ce nterforPathoge nic Ftlngiand
Mic robialToxic o s es, C hiba Univ ersity,Japa n, A bstrct,
p･105,2003･
8) O ho ri A, Sano A, Yarita K, Ya m agtl Chi M, Ka m ei K,
Nishirn tlr aK, MiyajiM: M o rphologlC al,physiologic al,
a nd m ole cula rbiologic alstudl e$ OfOEbr oco2 ”
l
sga[IopG V a
is olatedinJapa n. Fro ntierStudie s and Inte rn atio n al
Netw o rking of Ge n etic Re s o tl r C e Sin Pathoge nic
Mic r o orga nis 血 S, Pr o c e edings of Inte r n atio n al
Sym po sitl皿
- Re se a rch Cc nterforPathoge nic Fu ngia nd
Micr obial To xic o s es, C hiba Univ e rsity,Japa n, A bstra ct,
p･52,200 3･
9) W ata n abe A, Kam eiK,Sekl n eT, Ha shim oto Y, Ochiai
E, Higu r ashi H, Nishirn u r乱 K‥ E qe cts ofcultu re
c o nditio n OJI CytOtO Xic s ubstarlCeSProdu ced byL4QcrgiLlu s
bmigaLu LFro ntie rSttldies a nd hter n atlO nal Netw orking
of Ge n etic Res o tlr C eSin Pathogenic Micr o o rga nis m s,
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国際交流
1 . 共同研究
1) 佐野文子 (代表): パ ラ コ ク シジオイデ ス 症 の迅速
遺伝子診断 , Eiko NakagE Walta no準教授 , ブ ラ ジル
連邦共和国パ ラナ州立 ロ ン ドリ ー ナ大学生物科学研
究所 (12月 より).
2) 佐野文子 (代表):パ ラ コ クシジオイデ ス症に関する
研究, Ev aBu rger助教授 , プ ラジ)I,連邦共和国サ ン
パウ ロ 大学生物医学研究所免疫学敬重 (12月より).
3) 佐野文子 (代表): パ ラ コ ク シジオイデス 症の 非培養
系診断法開発に関する研究, Ma rc ello Fran co 教授,
ブ ラジ ル連邦共和国サ ン パ ウ ロ 医科大学病理解剖学
数量 (1 2月より).
2 . 海外渡航
1) 官給 誠 : ブラジル 連邦共和国 パ ラナ州立 ロ ン ド
リ ー ナ大学および国立サ ン パ ウ ロ 医科大学, 共同研
究打ち合わせ , 科学技術振興調整費, 11月27日 - 12
月7日.
2)佐野文子: ブラジ ル 連邦共和国 パ ラナ州立 ロ ン ド
リ ー ナ大学およぴ国立サ ン パ ウ ロ 医科大学, 共同研
究打ち合わせ , 科学技術振興調整費, 11月29日 - 12
千葉大学 其菌医学研究セ ン タ ー 報告 第7巷 20 03
月7日.
学会等活動 (主催学会, 座長, コ ン ビ - ナ - など)
l) 亀井寛彦:座昆 第47匝旧 本医其蘭学金線会, 10月
16- 17日
, 東京 .
2) 佐野文子:座長 . 第 47回日本医真蘭学会総会, 10月
16- 17 日, 東京 .
3) 国際シ ンポジウム :Frontie rStudies a nd htcr nation al
Netw o rkirlg Of Ge n etic Reso tlr CeSillPathoge nic
Mic roo rganis ms,21
-22 No r2003,To如 ･
静間垂貞:官治 誠
組織委貞:亀井克彦
実行委展:億野文子
,
栗田啓幸, 大荒田素子
教育活動
# #
亀井克彦: 千葉大学大学院自然科学研究科 (其菌感染
学), 千葉大学看護学部(其菌症), 千葉大学医学部4
年次医学生命科学特命 ･ 研究 .
佐野文子 :千葉大学医学部4年次医学生命科学特静 ･ 研
究, 千葉大大学院医学研究科 (其蘭感染症学分野生体
防御学 , 其菌症疫学), 千葉大学大学院自然科学研究
科 (其菌感染学).
医学部4年次基礎配属 (4月 7日 - 6月16 日) 受け入れ
4名 .
社会活動
テ レビ ･ ラジオ
1) 亀井克彦; F Mラ ジオ ,JF N Hill Side Ay e n tleLivin
'
High･
2) 亀井克彦: T B S, ニ ュ ー ス の 森 特集 ｢家の カ ビが
命を奪う. 我が家は恐怖の カ ビ屋敷+.
3) 亀井克彦: フ ジ テ レ ビ, ス ー パ ー リ ポ ー ト 特集
｢カ ビ感染症+.
4) 亀井克彦: テ レ ビ新潟 , サイエ ン ス , 写真およびコ
メ ント捷供 .
新BEl･ その他凍結
1) 亀井克彦:Shz吻血 叩 血 rt m m の 環境内汚染に関す
るイ ンタ ビ ュ ー 記事 , ザ ･ リ バ ティ .
2) 亀井克彦:監修, 写真埴供, ㈱インタ ー プ レ ス , 学
校保険ニ ュ ー ス 高校版 No.1288;6月15日,
3) 佐野文子:情報捷供, カ ビ対軌 女性自身6月24 日
(2122) 早, 光文杜.
4) 亀井克彦:なんとかした いうちの カ ビ , 女性セブ ン
7月10[】号 , 小学館.･
5) 佐野文子 :N H Kニ ュ ー ス (写真提供), 9月18日.
6) 佐野文子:NH K｢御近所の底力+(写真提供), 10月
16日.
7) 佐野文子: ハ リネズミからとれた水虫菌. 其菌医学
研究セ ンタ ー Ne w s第3号, 目で見る其蘭と真菌症
シリ ー ズ2 .
訴沸など
1) 亀井克彦:潔在性鼻骨症の現況, フ ア ン ガ ー ド発売
罷念帝演会 , 3月1a,
2) 亀井克彦:異常症 tlPdate, 第5園備州弗剤感受性研
究会, 4月12日.
3) 佐野文子: ハ リネズ ミから分社された白帝蘭の蘭学
と生態学. 第12回医其蘭学セ ミナ ー , 横浜,11月14日.
規争的資金
科学研究井
1) 亀井克彦 (分担):厚生労働科学特別研究事監 深在
性其菌症及び輸入其菌症対策に向けた総合的基礎研
究, 280万円 .
2) 亀井克彦 (分担):厚生労働科学研究費補助金 (健康
科学籍合研究草葉), 居住環境に基づく感染性疾息
とその 管理に園する研究 , 200万円 .
3) 佐野文子 (分担):厚生労働科学特別研究事象 墳
興 . 再昇感染症, 愛読動物の衛生管理の徹底に関す
る研究, 2 00万円 (感染研で 一 括処理).
4) 亀井克彦 (分担).･ 廃棄物処理等科学研究費補助金.
焼却灰中の ダイオキシ ン類を対象とした微生物分解
技術の開発に関する研究, 100万円 .
その偲研究助成
1) 亀井克彦 (代表):持田製薬㈱ :各種カ ンジグに対す
る ミ コ ナゾ ー ル とミカ フ ン ギ ンの i乃 Viw 併用効果に
関する研究, 150万円 .
2)亀井克彦 (代表): ホ ク ト生物学振興財団基礎科学研
究助成: 病原真蘭ノ坤c rgt
L
nu ∫jkmigGtuJの 産生する白
血球傷害因子の 研究, 50万円 .
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